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1 . プ ロ ロ ーゲ一戦争と 環境破壊の歴史ー
ギ リ シャ神話による と ll， 人類の起源 は プロメ
テ ウ ス に よる と あ る 。 プロメ テ ウ ス は大地の土か
ら 人聞 を作 っ た o と こ ろでエ ピ メ テ ウ ス と い う 弟
がいて， 人 間 や動物 に生存 に必要 な 能力 を 与 え る
役 目 を は た し て いた。 と こ ろが予測能力 の な いエ
ピ メ テ ウ ス は動物 に すべ て を 与 え尽 く し， 人 間 に
は何 も な く な っ た。 そ れ を み た プロメテ ウ ス は，
女神 ア テナの助 け を 借 り 太陽の二輪車の火を 盗 り ，
人 間 に 持ち下 っ たo 火は， 暖房 は も と よ り 武器や
農具 を 生 み 出 す技術 の 基礎 と な り ， 貨幣鋳造 や商
売， 取引 を 展 開 せ し め た。 す な わち人類の歴史が
展開 を は じめ た わ け で あ る が， 最初 の黄金時代 は
無邪気 と 幸福 の 時代 で あ っ たo 人 間 に必要な も の
は 自 然が生 み 出 し， 造 船 の た め に木は切 ら れ る こ
と は な く， 創， 槍、 児な どは な か っ たo つづく銀
の時代 は， 耕さ な け れ ば穀物 は 生 じ な く な っ た 。
さ ら に， 銅 ・ 真鎗の時代 は， 強い も の が勝ちの時
代 で あ っ た。 鉄の 時代 は， 樹木は切 ら れ船に な り ，
土地所有 と 分割 が行 わ れ， 鉱脈か ら 鉄 と 金が掘 り
出 さ れ， こ れ ら は武器 と な り 戦 争 の も と と な り ，
世界 は 殺裁の血でぬれ た。 神 々 は 地上 を 見捨て，
ゼ ウ ス は 人 間 を 滅 ぼす こ と を 決意す る 。 火 を 使 う
と 危険が天上 に も 及ぶ こ と を恐れ， 洪水 によっ て
人類 は滅ぼ さ れ る こ と に な っ た が， パルナッ ソ ス
山 に 生 き 残 っ た 一組の夫婦， デ ウ カ リ オ ン と ピ ュ
ラ に よっ て 人類 は再 出発する こ と に な る 。
私の生 ま れ た 年 は 昭和 1 1年 で あ る が， こ れ は 2 .
2 6 事件の年 で あ る 。 日 支事変 ( 1937年 7 月 ） を
経て 第二次世界大戦 に突入 （ 1939年 9 月 ） す る 直
前 で あ り ， シ ン ガポ ー ル陥落 （ 1942年 2 月 ） の報
に大人達が喜び合っ て いる の を 目 撃 し た の は小学
生 の 頃 だ っ た。 間 も な く グ ラ マ ン 戦闘機が 私達 の
住む 小 さ な谷筋 に沿 っ て低 く 飛ぴ， 山 の 向 こ う で
小学校が攻撃 さ れ女の先生が死亡， 2 番 目 の兄が
行 っ ていた遠 く の町 も し ば し ば空襲 に会いま さ か
の 時 に 自 分 を 認識 し て も ら え る よう に と 下着 に 名
前 を 縫い込ん だ と 聞いた。 一番上 の 兄の 友 人 が，
学徒動員 や特攻隊に行く前 の お別れに訪ねて き た。
すぐ上の兄は戦後の混乱の 中， 医療事故で死んだ。
叔父が復員 し て き た が， 捕 っ た シ ラ ミ を 薪ス ト ー
プの 端に小 さ く 積み上 げ な が ら ， し か し戦争の こ
と は ほ と ん ど話さ な か っ た。 やがて米軍の進駐 と
と も にDDTが も た ら さ れ， シ ラ ミ ， ノ ミ は 急速
に姿を消 したが， 蛍や小鮒 も 消 滅 し た 口 そ の 後，
朝鮮戦争， ベ ト ナム 戦争， 民族戦争， と 戦争は絶
え る こ と な く， そ の 間水俣病， イ タ イ イ タ イ 病，
四日市ぜ ん そ く と 公害全盛の時代 を 迎 え たo 人類
の歴史は， 科学技術の発達 を 基礎に産業”生 産力
の飛躍的発展 を遂げた の だが， 同時に戦争 と 環境
破壊の歴史で も あ る と 言 わ ざ る を 得 ない。 自 分 に
で き る こ と は何か を 考 え る 中 で， 深刻な 人体被害
が発生 し て か ら 毒性研究が始め ら れ る研究体質 に
疑問 を持ち， 環境汚染物質の毒性予測 の た め の研
究が必要で あ る と いう 結論 に 至っ た。
2. 毒性予測
動物実験で は金も 時間 も か か り 観察 も 難 し いロ
試験管内実験で は個体 レ ベ ル と の 関連が分か り に
く く な る D そ の間隙を 埋め る形で， 毒性のス ク リ ー
ニ ン グ と メ カ ニズ ム 解明 と を 兼 ね た細胞 ・ 組織培
養 を 用 いた毒性研究が開発 さ れて し か る べ き で は
な いか， と 考 え たo ニ ワ ト リ 後根神経節 や ラ ッ ト
小脳 の組織培養 を用いて環境汚染物質 の毒性研究
を始め た D 種々 の水銀化合物毒性比較 の研究 を行
い学位 を得た後， いろいろな 環境汚染物質の神経
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毒性 を検索した。 そ れら環境汚染物質 は銅， コバ
ル ト ， カ ド ミ ウ ム な どの 金属 の他， 塩化 ピニ ル の
可塑剤で あ る フ タル 酸エ ス テ ル やPCB, tricresyl 
phosphate, 2,4-D, 2,4,5-T, hexachlorophene な
ど だ っ たo ま た， 複合影響研究の一種 と も 言 え る
が， 水銀化合物 の 神経毒性 に 対 す る ビ タ ミ ン A,
E, B12，セ レ ニ ウ ム， ス テ ロイ ド な どの影響 を調べ
て， こ れらに毒性抑制作用 の あ る こ と を 明らか に
した （表 l ， 図 1 ） 。 水銀関係 の研究 は 国際労働
衛 生 会 議 （XVI International Congress on 
Occupational Health, Sept. 1 969 , Tokyo ） で発
表したが， 当 時， 培養系 を用いた毒性研究 は皆無
と いっ た状況 だ っ た の で注 目 を 浴びた。 フ タ ル酸
エ ス テ ル に ついて は， 国際薬理学会議の シ ン ポ ジ
ウ ム ・ Toxicity and metabolism of plasticisers 
and plasticsに招待さ れたのでくSixth International 
Congress of Pharmacology , July 1 97 5, Helsinki) 
特 に記憶に残っ ている 。 ま た， フ タ ル酸エ ス テ ル
に ついて は， プラ スチ ッ ク 業界か ら， ま だ人体被
害が出 ていないの に毒性 を 云々 す る の は売名行為
表 1 水銀化合物の培養神経組織に対す る毒性の化学的修飾
Dorsal root ganglia (DRG) were prepared from chick embryos incubated for 9・10 days and cultured 
for 3 davs in a medium containing appropriate amounts of mercury compounds and other chemicals. 
Cerebell�m or cerebrum from newborn rats aged 7・11 days was sliced into 1 to 2 mm and incubated 



































MC: mercuric chloride. 
MMC: methylmercuric chloride. 





























Both toxicities were decreased 
Inhibited事 at a low concentration of Se, 
Toxicity of Se was additive at a high 
concentration 
cerebellum Inhibiting* effect was additive 
cerebellum Inhibited* 
’Inhibited the toxicity of merc町y compound on nervous tissue in culture. The toxicity was 
evaluated observing the outgrowth of nerve fibers and/ or fibroblasts. The Mann-Whitney 
U test was used to determine the significance of changes vs. control cultures. 
-2-
環境 と 人間 ーパ ン ド ラ の箱 の行方 一
図 1 Methy lmercuric ch loride (MMC） の毒性に与え るDL・ α －Tocopherol acetate (vitamin E） の影響
で あ る ， と い っ た 反論が あ り ， 本 当 の予防医学 と
は何か を 考 え さ せ ら れ 「環境毒性学」 2 ） を 書 く 動
機に な っ た こ と か ら も 大 き な 意味 を 持 っ て い る 。
3. 環境汚染病
公衆衛生学 の 理念 はActing locally, thinking 
globallyで あ る 。 特 に環境医学 を 専 門分野 と し て
い る こ と と ， 地域の多様な ニ ー ズ に対応す る 必要
に迫 ら れ た こ と か ら ， 少 な い ス タッ フ なが ら研究
テ ー マ は次の よ う に 多岐に わ た っ た。
( 1)一般環境 ①環境汚染 と 健康 ・ イ タイ イ タイ 病
②環境 ア レ ル ギー ・ 花粉症
③地球環境評価 ・ 年輪解析
(2）職域環境 ④健康管理 ・ メ ン タルヘル ス
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今 回 は こ れ ら の 中 か ら イ タイ イ タイ 病研究 に つ
い て紹介す るが， そ の 内容 は次の よ う に多彩で あ
る ロ こ こ で は イ 病 の歴史， イ 病 の 自 然史， こ れか
ら の課題， な ど に つ い て簡単 に 触れ る 。
(1)イ タイ イ タイ 病 と 汚染地域住民の健康影響
① イ タイ イ タイ 病患者 に 関 す る研究
－活性型 ビタ ミ ン D に よ る 治療研究。
・ 過去の患者発生状況調査。
・ イ 病患者の尿蛋 白 の分析。 ビ タ ミ ンD結合蛋 白
排池の証明。
・ 尿細管上度 に 限局す る ト レハラ ー ゼ の排池増加
の証明o
・ エ リ ス ロ ポ エチ ン 産生低下の証明。
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・ イ 病患者の 自 然史に 関 す る 資料の集積 と その分
析。
②汚染地域住民の健康調査 ・ 追跡調査
・ 摂取米 ・ 尿中 カ ド ミ ウ ム が高 く ， 尿中βrmicro-
globulin も 増加。
・ β2 -microglobulin 以 外 の 尿 中 蛋 白 を 分析 し つ
つ， ス ク リ ー ニ ン グ法 の確立。
・ 骨代謝異常 （ 男女 と も ） の存在；骨萎縮度お よ
び骨量 の減少， オ ステ オ カ ル シ ン の 高値， 血清リ
ン 低下。
・ カ ド ミ ウ ム と 活性酸素産生 と の 関連ロ
・ 追跡調査， 10数年；尿細管機能異常 も 骨量の減
少 も 不可逆性。
(2）カ ド ミ ウ ム 中毒の実験的研究
・ 運動負荷 で カ ド ミ ウ ム に よ る 腎障害， 骨影響 の
増強 （ ラ ッ ト ） 。
・ カ ド ミ ウ ム に よ る 血圧低下作用 の証明（ ウサギ）o
．カ ド ミ ウ ム に よ る イ ン タ ー ロ イ キ ン・8CIL-8 ） 産
生誘導 の証明 （ 白血球，in vitro） 。 す な わ ち カ
ド ミ ウ ム の 炎症惹起作用 の証明。
・ カ ド ミ ウ ム に よ る ア ポ ト ー シスの誘導 と その経
路の解明 （培養細胞） 。
・ カ ド ミ ウ ム の組織染色。
1 ) イ タ イ イ タ イ 病 （ イ 病） の歴史
イ 病 に か か わ る 経過 を 表 2 に示すD こ の年表か
ら 次の事柄が指摘 さ れ る 。
・ 鉱山活動の初期 と い え る 明治時代か ら 農業被害
が発生 し， 生産の増大す る に つ れてその被害 は拡
大 し た。
－人体被害 は 多 く の 死亡者が発生す る ま で は認知
さ れず． その時期は極め て遅か っ たD 人体被害の
規模 も ， 戦争に伴 う 鉱山活動 の拡大に伴い増大 し
たD
－人体被害 の認知 と その補償 と 対策は， 被害者自
身の力 に よ っ て進展 し た口
・ 公害被害者の認定 に は問題があ り ， 公害健康被
害補償不服審査会 に対 し不服審査請求が申 し立て
ら れ たo
・ カ ド ミ ウ ム 汚染と その健康影響 の 問題は過去 の
事柄 で は な い。 最近 も （新 し い） イ 病患者が認定
さ れ た し， 米の安全基準値 に つ い て の議論 も 進行
中 で あ る 。
表 2 神岡鉱山 と イ タ イ イ タ イ 病（ イ 病） の歴史
・ 16世紀末 ： 茂住銀 山， 和佐保銀 山発見 。 採鉱 開始 。
・ 明治19年 ： 三井札 本格 的経営 開始 。 銀 を 主産 物， 鉛 を 副産 物0
・ 明治23年 ： 銀鉱 のば い焼 で装入鉱 の約 10% がば いじんと し て飛散 。 水 田， 飲料 水， 山林 ， 桑畑 の被 害。 高 原 川漁 業
被 害0
・ 明治38年 ： 亜鉛鉱 石採取 開始 ， 廃 物 カ ド ミ ウ ム量激増。 （戦 前， 戦 中 の乱掘 で更 に増大， 昭和52年 ま で の廃 物 カ ド
ミ ウ ム量 の総計 は3 ,000t を 越 え ると 推定 さ れ る 。 ）
・ 明治44年：茂住 上平精鉱場 に浮遊選鉱場 を 増設。 神通川流域水 田 の稲 作被 害始 ま る 。 イ 病の発生0
・ 大正 3年 ： （ 第一次世界 大戦 ）
－ 大正 5年：E鉛ば い焼 開始とと も に煙 害激化。
・ 大正 6年 ： 富山 県上新川郡 下 タ村住民農 作物， 果樹， 植林被 害の損 害賠償 要求 。
・ 昭和 6年 ： 神通川流域の漁 業， 農 作物の被 害が広範囲 に。 鹿 間谷 に廃 さ い堆 積場建 設。
－ 昭和 7年：神通川鉱毒 防止 期成会結 成。 富山県， 工場排水 河川水底 質， 水田土壌 の鉛 ， 亜鉛 の分 析。
・ 昭和10年：第一次増産計画 950t／ 日 。 イ 病 は こ の頃 から 昭和35年 に かけ て多 発。
・ 昭和11年 ： 尾去 沢鉱 山堆 積場決壊 。
・ 昭和12年 ： （ 日 中戦争 ） 栃洞選鉱場 700t／ 日 に拡張。
・ 昭和13年 ： 第二 次増産計画 1400t／目 。 鹿 間堆 積場 大雨 で決壊 。
・ 昭和14年 ： （ 第二 次世界 大戦 ） 第三 次増産計画 2100t／ 日 。
・ 昭和15年 ： 第四 次増産計画 2800t／目 。
・ 昭和16年 ：農 業被 害深刻 ， 神通川 流域で4000町歩 に 及ぶ 。
・ 昭和18年 ： 神 岡鉱 山 に よ る 神通 川 流域の鉱毒被 害， 農林省 の調査 で公害担当官 であ っ た小林純 に よ っ て明ら か に0
・ 昭和19年 ： カ ド ミ ウ ム の 生産 開始 。
・ 昭和20年 ： 鹿 間堆 積場 の決壊 ， 40万rd の鉱 さ い流 出0
． 昭和21年 3月：萩 野昇医 師が復員し 診察開始 。
・ 昭和21年 8月 ： 金 沢医 科大学 （ 現金 沢大学医 学部〉 精神医 学教室， 長沢太郎他 5名 ， 婦負郡宮 村 （ 現婦 中 町） の農
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業会 の委嘱 に よ り 44名 の神経痛様疾 患 に つ い て調五 ロ イマチ ス性疾 患 と し た。
－ 昭和22年 ： 萩 野昇 ， 金 沢医科大学第一病理学教室宮 田栄教授 と の共同研究。骨軟 化症 を疑 いビ タ ミ ンD 大量 療 法 開
始。萩 野病院内 で ネ ズ ミ を飼育， 患者の血液 ， 糞尿の投与 実験0
・ 昭和29年： 和佐保堆 積場 完成。
・ 昭和30年： 和佐保堆 積場決壊 ， 15万rrf の鉱 さ い流出。
・ 昭和30年 4月 ： 富 山 新聞 に はじ め て イ 病 の記事。 一般 の 人が イ 病の存在 を 知 る。
・ 昭和30年 5月 ： 東大名誉 教授細谷省吾 と 河野臨 床医学研究所の河野稔 と の 共同調査。 細菌 学者 であ る 細谷教授 に よ
り ウ イ ル ス 性疾 患 が否 定 さ れ， 栄養 不足 と過労 に よ る骨軟 化症類似 の疾 患 と さ れた。
－ 昭和30年 9月－ 31年 3月 ： 富 山 県 は患者発生地域 の熊 野地区 200世帯での栄養 調査 を 実施 栄養 不足 状態 は みら れず，
と結 論0
・ 昭和30年10月 ： 萩 野昇 ， 河野稔 の 連名 で第17 回 日 本臨 床外科学会 で発表。萩 野医師 は つ つー い て 疫学調査 に着手， 患
者発生地域 を 神通川流域 と 特定。
・ 昭和32年12月 1 日 ； 萩 野昇 ， 第四 回富山県医学会 に て イ 病の鉱毒 説 を 発表。
－ 昭和34年 ： 岡 山大学農 業生物研究所 教授 の小林純 は神通！｜｜ の水 と 患者の井戸 水 を分 析 し カ ド ミ ウ ム を 検出， カ ド ミ
ウ ム の鉱毒 説 と な っ た。
・ 昭和35年 7月 ： 冷 水害の調査 に訪 れた吉 岡金 市農 学博士 と萩 野昇 の共同調査 に よ り農 業被 害 と イ 病 の 発生地域 と が
一致 す る こ と を再確 認。小林純 は35年以降 ， 患者の臓器 ， 稲 ， 水 田土壌 ， 川魚 の分 析 を 重ね ， 高雄度 の
カ ド ミ ウ ム を 検出 し， カ ド ミ ウ ム 原因 説 を さら に確 か な も の と し た。
・ 昭和36年 6月 ： 小林 の得 た結 果 に基 つヨ い て， 萩 野 と 吉岡の連名 で第34 回 日 本整 形外科学会 で イ 病 の 原 因 と し て カ ド
ミ ウ ム が重要 な 役割 を持 つ と 発表。
・ 昭和36年12月 15 日 ： 富 山 県地方特殊 病対策委員会 の設置。
・ 昭和37年10月 よ り ： 富山 県地方特殊 病対策委員会 は金 沢大学医学部に委託 し て イ 病 の 原 因 に つ い て 疫学的調査 ・ 研
究の 開始。 発生地区 の婦 中町熊 野， 富山市新保の30歳以 上の女 性862名 に つ い て健康診断 を実施 ， 濃厚容
疑 者25名 ， 容疑 者59名 ， 計 84名 の存在 を確 認。
・ 昭和38年 ： 「 文部省 機関研究 イ 病研究班」 が発足 ， 同年発足 し た厚 生省 「厚 生省 医療研究 イ 病研究委員会 」 と 富 山
県の 「地方特殊 病対策委員会」 と 合同研究。 イ 病の概念， 診断基準 疫学 的調査， 集団 検診の方法の確
立 を目 的。 36年調査の未 受診者の検診 を す る と 共 に， 36年調査時の84名 の容疑 者の精密、検診 を 実施。
・ 昭和39- 40年 ： 合同委員会 は， 常願寺 川 流域， 大沢野町 な ど を 対照 地域 とし て40歳以 上 の女 性 の検診， イ 病 発生地
域の40歳以 上 の男 子の検診， あら た な 対照 地区 黒部川， 庄 川流域の男女 に つ い て検診。 38- 40年， 厚 生
省 と 文部省 の委託研究委員会 は， イ 病 の臨 床， 病理， 発生原因 に つ い て の 基礎的研究。
・ 昭和41年 2月 ： 昭和40年 度 の厚 生省 公害調査研究費 に よ り 日 本公衆衛生協会 公害防止 対策委員会 が発足。
・ 昭和42年 1月 ： 36年 度 から 40年 度 に わ た る 3 者合同の研究成果 を 「 い わゆ る イ 病 に 関 す る 調 査研究報告」 と し て 同
ー の 内容 を， 富 山 県 と 文部省 なら び に厚 生省 と別 々 に 発行。 内容 は① 患者， 容疑 者 は殆 ど女 性， 60歳 前
後に多 い， 出産 経験平均 6 回， 大半農 業， 生活程度特 に悪く な い， ② 患者 は悲 痛， エ ッ ク ス線写真 で骨
の変化あ り ， ALP 上昇 ， 血清リ ン低下， 尿糖， 尿 タ ン パ ク な どがあ る， ③ 原 因 カ ド ミ ウ ム の容疑濃厚だ
が他 の 要 因 も 関係 し て い る と考 えら れ る， な ど0
・ 昭和42年 7～ 1 1月 ： 富山 県 は婦 中町 ， 大沢野町， 八 尾 町， 富山市の患者発生地域 とそ の周辺 で， 金 沢大学医学部の
協力 の元 に住民の健康診断 を 実施。
・ 昭和42年 8月 ： （ 「公害対策基 本法」 制定）
・ 昭和42年12月 ： 富山 県， 「 イ 病患者及び疑似 患者等 に閲 す る 特別措 置要綱」 作成。 イ 病認定審 査協議会 発足。
・ 昭和42年12月 ： 第 1 回 イ 病認定審 査協議会 （ 高瀬武 平会 長） で454名 に つ い て審五 患者73名 ， 要観察者1 55名 が認
めら れ る0
・ 昭和42年 ： 厚 生省 公害調査研究委託費 に よ る 日 本公衆衛生協会 イ 病研究班 が発足0
・ 昭和43年 1月 ： 富 山 県， イ 病及び疑似 患者等 に 関 す る 特別措 置要綱 の実施。
・ 昭和43年 3月 ： イ 病患者 9件 9名 ， 遺族 5件 19名 ， 計 14 県28名 に よ る 三井金属鉱 業相手の慰謝料請求 の 第 1 次訴訟 ，
富 山 地裁 へ （訴訟 は 7 次に わ た り ， 最終 的 に は原告 総数182件469名 と な っ た） 。
・ 昭和43年 3 - 6月 ： 昭和42年 度科 学技術庁 特別研究促進 調整費 を も っ て 「神通川流域 に おけ る カ ド ミ ウ ム の 挙動態
様 に 関 す る特別研究」 を， 通商産 業省 と厚 生省 が地元 地方公共団 体の協力 を得 て実施。
・ 昭和43年 3月 27 日 ： 厚 生省 ， 「 イ 病 の原 因 に 関す る研究」 を 発行。 内容 は水系の土壌 ， 米 な どの カ ド ミ ウ ム を分 析，
神通川水系の汚 染の状況 を 明ら か に。 以 後， 厚 生省 の公害調査研究委託 事業 は 公害医療研究補助金 を 日
本公衆衛生協会 に交付 し 医療研究 を 行う 形 に な っ た。
－ 昭和43年 5月 ： 富山 地裁 第 1 次訴訟 の公判 ， 3年後結審0
・ 昭和43年 5月 8 日： イ 病 に 係 わ る厚 生省見 解発表 ， 公害病 と 認定。 こ の年 の萩 野の論文で， 昭和21年 3月 よ り 診察
を はじ め， 今 日 ま で約260名 の患者 （男 6名 ， 女 254名 ） を 診察， うち 128名 が死亡 し た。そ の ほ か イ 病容
疑 者120名 と 報ず る。
・ 昭和44年 1月 ： 科学技術庁 の報告 書。 神通川 ・ 高原川 水系 の カ ド ミ ウ ム は， 鉱 業所施 設 の 上流 で は 検 出 さ れ ず， 鉱
山付 近 で はやや 高 く ， 下 流の神通第一ダ ム下流で は撒量 検出 さ れ た。 神間鉱 業所の和佐保 た い 積場排 水
とE鉛 電解工場排 水 な ど に 異常 と も見ら れ る 高い カ ド ミ ウ ム が検出 さ れ た。
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・ 昭和44年 5月30 日 ： 厚 生省 ， 「慢 性C d 中毒 ならび に イ 病 に 関す る 医学研究会」 を 開催 ， 次 の 4 点 に つ い て 報告 討
議 。 ① イ 病 に 関連 し た住民の健康調査の経過 ， ②慢 性C d 中毒・ イ 病 の発現 機序 ， ③慢 性 C d 中毒・ イ
病 の鑑別 診断， ④ 総括 討議 。 そ の後， こ の研究会 は環境庁 に移 管。
・ 昭和44年12月： 公害 に係 わ る 健康被 害の救済 に 関 す る特別措 置法 （救済 法） に 基 づき ， 地域指 定 を 受 け る 。 な お ，
村 田勇 がビ タ ミ ン D投与 を 問題 と し た た め， こ の年要観察者の大部分 が解除 さ れ る 。 ・ 昭和45年 1月：
第 1 回公害被 害者認定審 査会 （石崎有信会長） で改め て申請 に 基づく審 査が行 わ れ， 96名 が イ 病患者 と
さ れ た。 こ の年米 の カ ド ミ ウ ム許容 基準 1 ppm と な る 。
・ 昭和45年 2月 ： 「公害 に 係 わ る 健康被 害の救済 に 関す る特別措 置法J 施 行， 厚 生省 通達 「認定 に 際 し て の 医学検査
の 実施 に つ い て」 ， 昭和45年末 の 同 法 に よ る 患者認定124名 ， 要観察判 定192名 。
・ 昭和45年末 ： （臨 時国会で公害対策 基本法の一 部改正） 。
・ 昭和46年 3月 ： 富山 地裁 第 1 次訴訟 の結審 ， 無過失賠償責任 ， 原告 勝訴。 被告 は即 日名 古屋高裁金 沢支 部 に控訴0
． 昭和46年 6月： 富 山 地裁 第 1 次訴訟 の判決 。
・ 昭和46年 7月 1 日 ： （環境庁 発足 ）
・ 昭和 46年 9月 ：名 古屋高裁金 沢支 部で控訴審 の 第 1 回公判 。
・ 昭和47年 ：環境庁 の カ ド ミ ウ ム 関係の公害調査研究委託 事業 は昭和47年度から 一本化， 環境 生態， 病態生 理， 早 期
診断， 予後管理の 4研究部会 よ り な る 総合研究班 と し て 開始 さ れ た。 そ の後部会 の 構成 は いく ど か変更
さ れ た が， 51年度 よ り研究課題 「 イ タ イ イ タ イ 病 に 関 す る 総合的研究」 と な り ， 「 カ ド ミ ウ ム の慢 性影
響 に 関す る 実験的研究班 」 ， 「腎尿細管機能異常 に 関 す る臨 床医学的研究班」 ， 「 イ タ イ イ タ イ 病 に 関 す る
研究班 」， 「 イ 病お よび慢 性 カ ド ミ ウ ム 中毒 症の鑑別 診断に 関す る研究」 の 4班 で構成。 54年 度 よ り「 イ
タ イ イ タ イ 病及び慢 性 カ ド ミ ウ ム 中毒 に 関 す る 総合的研究」 。
・ 昭和47年 3月 ： 富山県 と 三井金属鉱 業株式会社 と 「環境 保全等 に 関す る 基本協定」 を締結 。
・ 昭和47年 4月 ：名 古屋高裁金 沢支 部で控訴審 に対 し結審 ， 8月判批 富山地裁 に お け る 第 1 審判決支持 。 イ 病訴訟
の原告 ， 弁 護団 支援団 体 と 三井金属鉱 業 と の聞 で誓約 書， 協定書 を締結0
・ 昭和47年 6月 ：環境庁企画 調整 局 公害保健課長通知， 現 行の認定 4 条件 （ 及び 要観判 定条件） を 示す0
・ 昭和47年 8月 9 日 ： イ 病訴訟控訴審 全面 勝利判決 。
・ 昭和47年 8月 1 0 日 ： 三井金属 本社交渉 で 「 イ 病の賠償 に 関 す る誓約 書」結ぶ 。
・ 昭和48年 7月 ： 患者側 と 三井金属株式会社， 誓約 書 に 基づく 「医療補償 協定」結ぶ 。
・ 昭和48年10月 ： 公害健康被 害補償 法制定 （ 昭和49年 9月施 行） ， こ の年以降l pp m以 上 の産 米 地 域 で の 作付 け停
止0
・ 昭和49年 9月 ： 救済 法から 引き 継 い て， 補償 法 に よ る 地域指 定。
・ 昭和50年 2月 ： 文芸春秋2月号 に 「 イ 病 は幻 の公害病か」 （ 児玉隆也 ） が掲載 さ札 以 後 国 会 質 問 な ど で カ ド ミ ウ
ム と イ 病 と の 関係 を否 定す る 論調続く （s. 50.2 ； 小坂善太郎衆議 院議員ら の国会質問， s . 5 1. 4 ； 自民党環境
部会 カ ド ミ ウ ム 説否 定 の 報告 ， s .54 .3 ；秦 野章参議 院議員厚 生省見 解見直 し要求 の 質 問 ） 。 患者認定ゼ ロ
が続く 。
・ 昭和52年 7月 ： 県認定審 査会 の会長， 石崎有信教授から梶 川欽一郎教授 に交替 。
・ 昭和54年 ：環境庁 ， 54～ 59年 度 に か け て， 「富山県神通川流域の住民健康調査」 を 実施 0
． 昭和54年 ： 骨 生検の取 り組 み始 ま る 。
・ 昭和54年 1 2月 ： 梶 川 会長不 信任 要求 に対 し， 県 は60歳 定年制 を 理 由 に梶 川 会長， 萩 野昇 医師 を委員 から 外す0
・ 昭和55年 ： 県認定審 査会長 に渡辺 正男 教授就任 。 骨 小委員 会が設置 さ れ吉木 法の病理診断基準 の検討。
・ 昭和57年 ： 骨軟 化症 に お け る類骨組織 の染色 法であ る 吉木 法 を 中心に 病理学的基礎研究 を 行う た め57年 度 から 「骨
軟化 症研究会J が組織 。 実際 の類骨縁 よ りいく ぶん幅広く 染 ま る が簡便 で実用 的 な 方法 であ り ， 従来 の
諸 方法 に匹敵 す る と 認めら れ た 。
・ 昭和58年 ：環境庁 と渡辺 会長， 小委員 会 の判 断基準 を 修正 し， 第 2 内規 を取 り決 め る 。
・ 昭和58年 3月28 日 ： 県認定審 査会， 判 断保留 中の申請 者20名 に つき ， 第 2 内規 に よ り 患者認定 9名 ， 却 下 1 1名 の審
査。
・ 昭和59年～ ：イ 病の 認定却下 が続く 0
・ 昭和62年 5月 ： 7名 の認定申請 。
・ 昭和62年12月 ： 県， 7名 全員 の却下0
・ 昭和63年 2月 ： 却下 処分 に対す る 異議申 し立て。
・ 昭和63年 4月： 県， 異議申 し立 て に対す る棄却 処分 。
・ 昭和63年 5月： 公害健康被 害補償 不服審 査会 に不服審 査請求申 し立て。
・ 平成 1年 ：環境庁 ， 「骨軟 化症の診断に お け る 病理組織 学的検索の意義 に 関す る研究班」 が設置 さ れ平成 4年 1 2月
に 報告 書0
・ 平成 1年 4月～ ： 不服審 査会， 6回 に わ た る 公開 口頭審 理 （富山） 。
－ 平成 1年 9月： イ タ イ イ タ イ 病及び慢 性 カ ド ミ ウ ム 中毒 に 関 す る 総合的研究班 は， イ タ イ イ タ イ 病 及び慢 性 カ ド ミ
ウ ム 中毒 に 関 す る 総合的研究班 総括 報告 ［ 中 間取 り ま と め報告 ］ を 出 し て解散 。
・ 平成 1年 9月：環境庁 は54～ 59年 度 に か け て の 「富山県神通川流域の住民健康調査」 の 報告 を ， 先だって 実施 さ れ
た 石 川 県， 長崎県， 兵庫 県 な ど 7 県の成績 とあ わせて， 「 カ ド ミ ウ ム環境汚 染地域住民 の保健対策確 立
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の た め の研究班」 に よ る 前記 「 中 間取 り ま と め報告 」 と 合 わせ て公表 。
・ 平成 2年： 「 イ タ イ イ タ イ 病及び慢 性 カ ド ミ ウ ム 中毒 に 関 す る 総合的研究」 再 発足 0
・ 平成 2年 6月26 日：萩 野昇 医師逝去 。
・ 平成 2年10月27 日 ： 「 イ タ イ イ タ イ 病 と 生き る一故萩 野昇 先 生 を し のん で一 」 発刊0
・ 平成 4年 4月23 日：不服審 査請求 結審 。
・ 平成 4年10月30日：不服審 査請求 の裁決 。 4名 に つ い て 不認定処分 の 取 り 消 し， 3名 に つ い て請求 棄却 の裁決 。 県
は 不認定処分 の 取 り消 し を 受け た 4名 を イ 病患者 と し て認定。
・ 平成 4年：WHO よ り カ ド ミ ウ ム の ク ラ イ テリ ア 発表 （Environmental He alth Criteria 134 Cad mi um , WHO , 
1992） 。
・ 平成 5年 2月：棄却と な っ た 3名 の不認定処分 の 取 り 消 し を求 め る 行政訴訟 。
・ 平成 5年 2月27日：認定審 査会 （渡辺 会長欠席） ， 骨 の病理組織 検査結 果 な し で審 査 でき る と考 え ら れ た 症例 6名
に つ い て審 査， 男 性 1名 を 除 く 5名 を イ 病患者 と し て 認定。
・ 平成 5年 4月 ：環境庁 保健 業務課長通知 で骨軟化 症新診断基準 。
・ 平成 5年 5月 1 9日 ： 県認定審 査委員 全員辞職 。
・ 平成 5年 6月 2 日 ： 行政訴訟 の 第 1回 口頭弁 論 （ 富山 地裁） 0 
． 平成 5年 6月25 日 ： 新認定審 査委員決 定。
・ 平成 5年 7月25 日 ： 第 1回審 査会。 会長 は 石 田礼二 （ 富山市民病院長） 。 過去 の 棄却 処分 者 のうち 病理所見 のあ る
も の に つ い て見 直 し を す る こ と に な る 。
・ 平成 5年 9月 2 日 ： 第 2回審 査会。 過去 に棄却 さ れ た19名 のうち 5名 に つ い て見 直 し審 査 を 行 い， 新 た に 2名 を イ
病 と 認定。
・ 平成 5年1 1月14, 15日：認定審 査会。 残 さ れ た17名 に つ いて見宜 し審 査 を 行 い， 新た に 1 1名 を イ 病と 認定。 結 局見
直 し 19名 中13名 （ 全員女也全員死亡） が認定 さ れた。 こ の 中 に 行政訴訟 中 の 2名 が含ま れ て い た が，
こ の 2名 の行政訴訟 は 取 り 下げ ら れた。 こ れ ま で イ 病認定患者178名 ， 生存 15名 ， 要観察者330名 ， 生存
10名。
・ 平成 5年：研究施 「 イ タ イ イ タ イ 病及ひ慢 性 カ ド ミ ウ ム 中毒 に 関す る 総合的研究」 の改組 。
（ 中略）
・ 平成12年12月27 日 報道 ： 富山 県 の魚 津 と 朝 日 の18農家 の米 か ら カ ド ミ ウ ム 検出。 0. 4～l .O ppm .福 岡 ・ 大牟固 な ど 5
県 7 市町村か ら も 基準値以 上 を 検出。
・ 平成13年4月 ： 男女 2 人， 不認定。
・ 平成13年5月：婦 中 の85歳女 性認定。
・ 平成14年5月22 日 報道 ： 厚 生労働省 は， コー デ ッ ク ス委員 会 （ 国連 ・ FAO/WHO の下部機関） が米 の基準 を0.2ppm
と す る 方向 を 受け て， カ ド ミ ウ ム の安全基準 lppm未 満 （ 現在 は lppm を 越 え る 米 は焼却， 0.4～l ppm は
工 業用 原料 に） を 強化す る 方針 を固 め た。
な お， 富 山 医科薬科大学公衆衛生学教室 の調査
と し て， 昭和元年 か ら の イ 病類似死亡者調査 と ，
く る 病発生 と の 時 間 ・ 地理疫学的比較検討 を 行 っ
た。 少 な く と も イ 病類似死亡者の発生 は昭和元年
ま で辿る こ と がで き る し， イ 病 の原 因 を， 富 山県
氷見地方で多発 し た く る 病 と 関連づ け よ う と す る
一部研究者の 主張は ， 時 間 ・ 地理疫学 的 に ま っ た
く 根拠 の な い こ と が示 さ れ た o ） 。
2 )  イ 病 の 自 然史4 ) と 尿細管障害 の不可逆性
体内に取 り 込 ま れ た カ ド ミ ウ ム は 腎度質に蓄積
す る 。 その濃度 が200-300ppm を 越 え る と 明 ら か
な尿細管障害 ・ 再吸収障害が発現す る o 低分子量
タ ン パ ク ， グ ル コ ース， ア ミ ノ 酸， 尿酸， 重炭酸
塩， リ ン 酸， カ ル シ ウ ム ， ナ ト リ ウ ム， カ リ ウ ム，
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ク ロ ー ル な どの再吸収機能が障害 さ れ， その結 果
低リ ン酸血症 や近位尿細管性ア シ ド ー シスな どが
も た ら さ れ る 。 こ の状態 を カ ド ミ ウ ム 腎症 と 名付
け て い る が， す で に こ の 時期 に お い て血清ア ル カ
リ フ ォ スフ ァ タ ー ゼ活性や オステ オ カ ル シ ン濃度
の上昇 な ど骨代謝異常にかかわ る 所見があ り 骨量
の低下 も 見 ら れ る 。 尿細管障害 の程度が長年月 を
か け て進行す る に伴い， やがて骨X線所見での骨
改変層 な どが発現す る ロ す な わ ち， 骨軟化症 の 症
状が顕在化す る段階は， イ タ イ イ タ イ 病の 自 然、史
に お け る 最終段階であ り 重症型 と い う こ と がで き
る 。 さ ら に こ の時期 を経て 末期 に至 る と 腎不全 を
呈 し， 高度な貧血， 血清 リ ン の上昇 な どが見 ら れ
る よ う に な る 。 こ れ ら を その他の知見 も 加味 し て
ま と め る と 表 3 の よ う に な る 。
加須屋 賓
表 3 イタイイタイ病・慢性カドミウム中毒の自然史




II . イ タ イ イ タ イ 病 ・ 中等度： 典型期
．尿細管障害高度
・ 骨改変層 ・ 骨折
・ 貧血， 低血圧
m. イ タ イ イ タ イ 病 ・ 重症
・ 高度腎障害 （糸球体機能低下）
・ 骨改変層 多発， 骨折多発
・ 高度貧血， 低血圧
当研究室 で は 1982-83年 に神通 川 流 域1 1 地区の
米中 カ ド ミ ウ ム 濃度， 1985-86, 1 991年 に は 血 中
のそれ を 測定 し， 今 日 ま で異常 に 高 い カ ド ミ ウ ム
曝露を 受 け て い る こ と を 明 ら か に し て き た。 ま た
同時 に尿細管障害 な どの動向 に つ い て追跡調査 を
行 っ て き た が， 上記 の こ と が ら はその成果の一部
で あ る 。 こ こ で は尿細管障害 の可逆性 に つ い て述
べ る ロ カ ド ミ ウ ム 腎症， さ ら に は重症イ タ イ イ タ
イ 病 の予防対策 の観点か ら 重要 だ か ら で あ る 。
上記汚染1 1地区に つ い て， 女性汚染地域住民193
名 と 対照地域40名 に つ い て， 1983/84年 の調査 と
1 1 年後 と な る 1 994/95年 の 調査 と を 比 較 し た 5）。
こ の 間， 自 家米 中 カ ド ミ ウ ム は， 汚染土壌改良事
業の完了 し て い る 地区で有意 に 減少 し て い た。 た
だ， 原中 カ ド ミ ウ ム は低下 し た地域で も 対照地域
のそれ よ り は高 か っ たD 尿細管障害 はすべて の地
区で悪化 し， 初 回時の尿中 f3 2 ・ ミ ク ロ グ ロ プ リ ン
の平均濃度 は2. 0 1 ( 1983年） ， 1 . 09 昭／ g Cr（ ク レ
ア チ ニ ン ） ( 1 984年 ） だ っ た が， 1 1 年 後 で は 3 . 9 7
( 1994年） ， 3. 72mg/ g Cr ( 1 995 年 ） と 増 加 し て い
たロ 尿 中 β2 ・ ミ ク ロ グ ロプリ ン lOmg/ g Cr以上で
か つ尿 グ ル コ ー ス150昭／ g Cr以上 を 呈 す る 高 度
尿細管障害例 は， こ の 1 1 年 間 に 新 た に 3 1 名 （ 2 1 . 8
%） を 数 え た。 カ ド ミ ウ ム 汚染地区の 男 性 に つ い
て も 同様 の 調 査 が行 わ れ， 同 様 の 結果 を 得 て い
る 6) 0 骨 の変化 に つ い て は， 汚染地域居住の女性
54名 に つ い て 1985か ら 1991年 の 6 年 間 の 変化 を 追
跡 し た が7）， 尿細管障害が高度で あ る ほ ど加齢 に
よ る 骨密度 の低下が促進 さ れ る こ と が示 さ れ た 。
こ れ ら の事実か ら ， 尿細管障害の程度が， 少 な
く と も 尿中β2－ ミ ク ロ グ ロ プ リ ン l 昭／ g Cr前 後
を越え る と 尿細管障害 は 回復 し な い し， さ ら に増
悪す る ケ ー ス も 少な く な い と 結論 さ れ た D な お ，
長崎県対馬の カ ド ミ ウ ム 汚染地域住民 に つ い て も
同様の結果が報告 さ れ て い る 口
3 ) イ 病 の 自然史 と 認定問題
HM氏 は 神 通 川 右岸の カ ド ミ ウ ム 汚染地域で
1918年 に生 ま れ， 生涯 を そ こ で過 ご し た女性で あ
る 。 20歳か ら 約10年 の 間 に 5 人 の 子供を 産 ん だ。
汚染 さ れた水田 か ら 収穫さ れ た 米を食べ， 神通川
の 水 を 直接飲食 に使用 し て い た。 と き ど き 神通川
の水がひ ど く 汚染さ れて あゆが浮 く こ と があ っ た
が， それ を 集 め て食べ た こ と も あ る 。 51歳の 頃 に
腰痛 の た め某病院で安静 と 鎮痛剤 の処置 を 受 け た
が， 54歳 の 時 に尿 タ ン パ ク ， 尿糖が発見 さ れ， さ
ら に腰痛が激化 し萩野病院 を 訪れ た。 57歳の と き
右股関節痛が発生 し た が， 59歳 に は両股関節痛 と
な り 歩行困難 と な り 萩野病院 に入院 し たD その時
両座骨枝 に骨改変層 が発見 さ れて い る 口 67歳 の時
左大腿骨 に骨改変層 が見い だ さ れ， 68歳（ 1986年）
の時階段からすべ っ て その骨改変層 の場所 に お い
て骨折 し， キ ュ ン チャー髄内釘 に よ る 治療 を 受 け
た。 こ の頃， 尿細管障害 は 高度 と な り ， %TRP
は34 . 2% を示 し た( 1987. 10 . 19） が， さ ら に 腎機能
も 悪化 し貧血が高度 と な り し ば しば輸血を受けた白
血清ク レ ア チ ニ ン な ら び に BUN の上昇 に つ れ て
血清 リ ン が増加 し， 低リ ン血症状態か ら 数値の上
では正常範囲 に入 っ て い る D 71歳（ 1990年）， 腎不
全で死亡 し た。
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こ の症例 は， 典型的な イ 病の経過 を た ど っ た例
で あ る 。 し か し， 県公害健康被害認定審査会でい
く ど も 不認定 と さ れ たD 公害健康被害補償不服審
査会 に不服審査請求 を 申 し立て， 死後， 1992年 1 1
月 13 日 に な っ て 見直 し審査が行わ れ イ 病 と 認定 さ
れた。
X線写真上 の骨軟化症 の所見 を認めず， か つ イ
病の自然史でい う と 末期 ・ 極期 に お け る 血清 リ ン
の 「正常値」化 を根拠に不認定 と す る よ う な こ と
環境 と 人 間 一パ ン ド ラ の箱 の行方一
腎障害；尿中f3 2--Yイクログロプリン






1 mg/100 ml 
環境庁
住民健康調査方式
1, 000- ... ト スクリーニ ングの基 準
300-













尿中Cd (µ g/gCr) 
血中Cd (ng/ml) 
腎皮質Cd (µ g/g湿重）
Cd 1日摂取量（ µ g) 
cf. 140 260， 合計2000 mg；クライテリア
附O; Environ. Health Criteria 134, 1992 
牢10 µ g／日（Buchet et al . 1990) 
図 2 イタイイタイ病・慢性 カドミウム 中毒の模式的量影響関係8)
があ っ て は な ら な い の だが， 事例 を検討す る と 他
に不認定 の理由 を 見 い だす こ と がで き な い。
4 )  こ れか ら の 課題
カ ド ミ ウ ム 汚染は全国 に散在 し て い る が， イ 病
は富山県 に の み発生 し た こ と を も っ て イ 病 と カ ド
ミ ウ ム 曝露 と の 関連 を 否定す る 考 え 方 が あ っ た 。
イ 病 と い う 呼び方 は， 神通川 流 域 の 汚染地域が，
昭和44年1 2 月 に公害 に係わ る 健康被害 の救済 に 関
す る 特別措置法 （救済法） に基づい て 地域指定 を
受 け た こ と に よ る も の で， イ 病が他 の汚染地域で
発生 し て い な い と い う こ と で は な い。 少 な く と も
日 本で は石川県 で数名， 兵庫県で 5 名， 長崎県で
9 名 の イ 病 と 診断すべ き 人 々 が報告 さ れてい る ω。
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疾患名 に よ っ て混乱が起 こ る こ と は好 ま し く な い
が， イ 病とい う 病名 は す で に 世界的 に通用 し て い
る の で変更す る こ と は な い と 考 え る が， 少な く と
も 表 3 に示す よ う な イ タ イ イ タ イ 病＝慢性 カ ド ミ
ウ ム 中毒で あ る こ と と ， その自然史の骨子 を把握
す る 必要があ る 。 その こ と に よ っ て 中 国 を はじめ
と し て 明 ら か に さ れつ つ あ る 世界の カ ド ミ ウ ム 汚
染と 人体影響 の解明が促進 さ れ る と 考 え る か ら で
あ る 。
図2 は， 尿中β2・ ミ ク ロ グ ロプリ ン を 指標 と し
た尿細管障害 と 骨代謝障害 を 生体影響 と し て， カ
ド ミ ウ ム 曝露 と の 関係を模式的 に量影響 曲線 と し
て示 し た も の で あ る 。 こ の 図 は次の課題 を示 し て
い る 。
加須屋 賓
① ト リ プル ・ス タ ン ダー ド ： 尿細管障害の 指標
は多種類 あ る が， 図 に は尿中 β2 ・ ミ ク ロ グ ロ
プ リ ン を 指標 と し た場合の ス タ ン ダー ド（cut
off point） が示 さ れてい るo 一般的 にダブル・
ス タ ン ダー ド は 好 ま し く な い が， カ ド ミ ウ ム
曝露に つ い て は 3 つ の そ れが あ る 。 ① イ 病判
定 の た め の 基準 ： 環境庁住民健康調査方式 に
よ る1昭／lOOmム ②尿細管障害判定の た め の
基準 ： 多 く の疫学調査 に お い て用 い ら れて い
る 1,000 µ g/ gCr， そ し て③「正常範 囲」を
基礎 と し た 基準 ： 非汚染地域 に お け る 尿細管
機能 を 基礎 に し て， い わゆ る 正常値 を ど う 考
え る か と い う こ と で あ る 。 日 本人の非汚染地
域にお け る 平均値 は200 µg/gCr程度であ り ，
300 µg/gCr以上 の 集 団 で は 死亡率 が 増 加 す
る と い う 研究 も あ り ， 本来 こ の 付近 の 値 を
cutoff point と すべ き だ と 考 え る 。 将来， こ
れ ら ト リ プ ル ・ス タ ン ダー ド を ど う 一本化す
る か と い う こ と が重要 な課題 と し て残っ て い
る 。
②生体悪影響 と は何か ： ト リ プ ル ・ス タ ン ダー
ド と 深い 関連 に お い て， カ ド ミ ウ ム の悪影響
を ど う 考 え る か， と い う 問 題 が残 っ て い る 。
典型的 イ 病 だ け を カ ド ミ ウ ム に よ る 健康障害
だ と す る の か， そ の 前段階 で あ る カ ド ミ ウ ム
腎症 を カ ド ミ ウ ム に よ る そ れ と し て 明確 に位
置付け る か， さ ら に 「正常範 囲」を 越 え て尿
細管機能が低下す る こ と を も っ て悪影響 と す
る か， と い う 課題で あ る 。 現在 の と こ ろ， カ
ド ミ ウ ム 腎症 を 含む軽度 の 障害は痛み な どの
自 覚症状 の な いこ と を も っ て， 健康障害 と は
認め な い風潮があ る よ う で あ る 。
③尿細管障害の可逆性 ： 先 に尿細管障害 の程度
が． 少 な く と も 尿中β2・ ミ ク ロ グ ロ プ リ ン 1
mg/gCr前後 を 越 え る と 原細管障害 は 回復 し
な い と 述べ た が， 厳密に どの あ た り な の か と
い う 課題が残っ て い る 口
④食品 中 の カ ド ミ ウ ム基準：上記 の事柄 を考慮
し つ つ カ ド ミ ウ ム の摂取量 の ク ライ テ リ ア を
設定 し， さ ら に 米な どの基準 を 再検討す る 作
業が重要事項 と し て残っ て い る 。
4. エピ ロ ーゲ 一人類と地球の行方一
ゼ ウ ス は天の火 を 盗 ん だ プ ロ メテ ウ ス 兄弟を 罰
す る た め に 女 を 造 っ て贈っ たD そ の名 は パ ン ドラ
と い う 。 プ ロ メテ ウ ス は ゼ ウ ス の 贈 り 物 に は注意
し ろ と 忠告したが， エ ピメテ ウ ス は よ ろこ ん でパ
ン ドラを 受 け 入 れ た 。 エ ピ メテ ウ ス の 家 に は 箱
（瓶） があ り ， 開 け る こ と を 禁じ ら れ て い た が，
好奇心 に負 け た パ ン ドラは ふ た を 取 り ， 覗い た 。
あ ら ゆる 病気， 嫉妬， 怨恨， 復讐な どの禍が世界
の隅々 ま で散 り ， 人類 を 黄金の時代か ら か ら鉄の
時代 を た ど ら せ た 。 パ ン ドラは あ わ て てふた を 閉
じたが， あ と に希望 だ け が残っ た。
プ ロ メテ ウ ス は 前も っ て考 え る 人 （ プ ロ ・前の，
メテ ウ ス ・考 え る ） で あ り ， エ ピメテ ウ ス は後で
考 え る 人 （ エ ピ ・後 の） であ っ たo プ ロ メテ ウ ス
が コ ー カ サ ス の 山 中 で鎖に つ な がれ， 禿げ鷹に肝
臓 を 喰わ れて い る 聞 に， 本能＜欲望 と 好寄心＞の
お も む く ま ま に生産的で は あ る が破壊的 で も あ る
表 4 工ピメテウス 的科学 ・技術 と プロメテウス 的科学 ・技術 と の比較
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・科学・技術 の も た ら す結果 を考 え る
．結果 の社会的責任 を 考 え る
本来 プ ロ メテ ウ ス 的であ る べ き
特 に社会医学・公衆衛生学・環境医学
nHU 
環境 と 人間 一パ ン ドラの箱の行方一
科学 ・ 技術・産業， す な わ ち エ ピメテ ウ ス 的科学・
技術が展 開 さ れ て し ま っ た 。 戦乱の世が続 き ， 生
産活動 に よ り 生存基盤が破壊さ れ続けて い る今日，
プロ メテ ウ ス 的科学・技術が真に求め ら れているD
両者 の相違 を あ え て整理す る な ら 表 4 と な る 。
科学・技術者 の社会的責任 に つ い て は， 核 兵器
の 開発 と 使用に関 す る 科学者の責任につ い て述べ
た 「 私た ち がい ま こ の機会に 発言 している のは ・ ． ．
・あ れ こ れ の国民や大陸や信条 の 一員 と し て で は
な く ， そ の存続が疑問視 さ れて い る 人類， と い う
種の一員 と し て で あ る 」 と い う 言葉 を想起すべ き
だ ろ う （ 「ラッ セ ル ・ア イ ン シ ュ タ イ ン 宣言」
(1955）） 。 あ た か も 2002年 2 月 2 7 日 ， 核 の脅威に
よ る 地球最後 の 日 ま で の 時 間 を 示す 「 終 末 時計」
の針が 4 年 ぶ り に 2 分進 め ら れ， 終末 を示す午前
零時 の 7 分前 と な っ た （北 日 本新聞2002 . 3 . 1 ) 。
200 1年 9 月 の 米中枢同 時 テ ロ や， 米国 の弾道弾迎
撃 ミ サ イ ル（ABM） 制 限条約 か ら の 脱退表明 な ど
を 理由 と し た も の で あ る 。
競争は価値体系が互い に 同一 であ る と ころか ら
発生す る 。 相手 と 自 分 と を 同 じ尺度の上で比較 し
つ つ競争す る のであ る 。 真 の意味で 自 己 を確立 し
て お れ ば競争相手 は 自 分 自 身 で あ り ， 他者 と い ち
い ち 比較す る 必要 も な い。 し た が っ て無用 な， 時
に殺 し合い に至る よ う な競争 も あ り 得 な い わ け で
あ る 。 こ の点 に つ い て は， 富津賢治の 「業の花び
ら 」 の一部 を紹介す る に と どめ る 。 「 あ あ た れか
来 て わ た く し に 言へ／ 『億の巨匠が並 ん で う ま れ
／ し か も 互いに相犯さ な い／ 明 る い世界 は か な ら
ず来 る 』 と ／ ……遠 く で さ ぎが な い てゐる ／夜ど
ほ し赤い 眼 を 燃や し て／ つ め た い 沼に立ち 通 す の
か・・・・・ ・」
結局， パ ン ドラの箱 に 残 さ れ た 希望 は 医学 を は
じ め と す る 諸科学に内在 し て い る と 考 え る 。 し か
し そ れは， 人類全体が共生・協 力 を 軸 と す る パラ
ダイ ム に 回天す る こ と な し に は， 潜在化 さ せ ら れ
た り ， 歪め ら れ た り す る だろ う し， 現実 に そ の よ
う な道 を 辿 っ て き た。 少 な く と も 自 分 自 身につ い
て は， と も す れ ばエ ピメテ ウ ス 的次元に転落 し そ
う に な る と こ ろ をitえ て， プロメテ ウ ス 的で あ る
こと を追求 し て き た つ も り で あ る 。 そ の私の努力
は ま だ続 く の だが， 学生諸君に も 後 を託 し た い。
’Eム’S4 
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